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 本事業は、エキスパート教員の専門性に学ぶとともに、校種を超えて学び合

う風土を築くことにより互いの授業力向上をめざしています。  

 岩美町では、本事業を活用して中学校理科のエキスパート教員である岩﨑

有朋教諭（岩美中）が町内３小学校へ出かけ、小学校教諭とのティームティー

チングによる理科の授業を年間約５５時間行っています。 

 わからないことをみんなで乗り越えていく楽しさを授業の中で実感する。そんな場面を小学校から実

現し中学校へつないでいくことは、学び方や前向きな学習態度の育成にもつながります。校種を超えた

授業研究を通して、多様な視点から子どもの理解を深めるとともに教師のチャレンジ意欲を後押しして

いきます。教師の変容は、各教科等における子どもの主体的・協働的な学びにつながっているのです。 

これなら、ぼくが地球になっ

て、月の写真を撮れるよ 

机の真ん中に入って撮っ

てみたらどう？ 

タブレット

の活用 

小・中の内容

の連続性 
小・中の教師

がともに教材

研究 

多様な視点で

の子ども理解 

他教科への

活用 

主体的・協働的な学びの姿をめざして 

学び合う風土の育成 

指導法の共有 

思考・判断・表現

する活動の重視 

子

ど

も 

教

師 

ぼくが時間を計るよ。 

準備はいい？ 

【タブレットを活用して 

 ふりこの実験】 
【机の配置を相談しながら、 

 月の見え方を撮影】 

【小学校でのＴ.Ｔによる理科 

 の授業】 

  

                                                                         
 

 

 ２０年程前、道徳教育の県外研修で６年生の授業を参観し、刺激を受けた。担任教師が資料の範読後、

子どもたちに「どの場面を話し合いたいですか。その理由も言ってください。」と投げかけた。子どもた

ちはいくつかの場面を挙げるのだが、その中には中心発問となる場面も含まれていて、理由も核心を突い

ていた。そして、中心発問から話合いがなされていったのである。全体、グループ、また全体と展開され

ていく中で、しっとりと話合いが深まっていった。子どもたちは道徳的価値を自覚し、自己の生き方につ

いての考えを深めていた。子どもたちの道徳的実践力が、しっかりと高まっていっているのを感じること

ができた。 

 それから私もこの授業をモデルに、中心発問で通す「深め合う話合い」をめざし、授業改善を図っていっ

たが、試行錯誤の日々であった。授業をする度にこの教師の力量の高さを思い知らされた。 

 日々の授業づくりは格闘の連続だと思うが、私たち教師は、子どもたちの「深め合う話合い」をこだわっ

て求めていきたい。授業のねらいに即した「深め合う話合い」をさせることのできる教師は、力量が高い。

そして、子どもたちの道徳的実践力や学力を向上させることができる。前期の学校訪問で、そんな教師に

出会った。素晴らしい授業であった。 

 これから、各学校で授業研究会が活発になされると思う。「深め合う話合い」に焦点を当ててみたい。

事後研究会も、はじめからそこにしぼって協議してはどうか。子どもの反応をもとに、本時の板書や発問

などを具体的に練り直すことを通して、「深め合う話合い」のある授業づくりをめざしたいものである。 

深め合う話合い 局長 杉本 仁詞 
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【連携のアイディア】 
 

○ＬＤ等専門員は学校に対して具体的な支援策を助言し、ＳＣは子どもに対してそれを実施できる  
 心の状況かどうかを見立てる。 
○児童生徒の個人ファイルを作成・活用し、教員・ＳＣ・ＬＤ等専門員が情報を共有していくととも  
 に多面的に支援していく。 

 スクールカウンセラー（ＳＣ）への相談で、発達に関する内容が増える傾向が見られるのを受けて、

ＬＤ等専門員との合同研修会を開催しました。「心の専門家」と言われるＳＣと「発達に係る専門家」

であるＬＤ等専門員がお互いの活動について理解を深めるとともに、発達障がいが考えられる不登校

生徒の事例検討を通してそれぞれの視点の違いや共通点などを共有し、校内でより効果的な支援活動

ができるようにその資質向上をめざしました。 

 東部地区第1回スクールカウンセラー研修会 ～LD等専門員と合同開催～ 

同じケースについて 

見立てや対応を検討 ＬＤ等専門員 
 

・見通しが持てなくて困っているのでは 

・人の気持ちをうまくくみ取るのが苦手 

 なのかな 

・学習面の実態を把握していきましょう 
 

 ※個人の「特性」からの視点 

スクールカウンセラー 
 

・対人関係に課題がありそうですね 

・幼少期の様子や親子関係も含めて  

 見立てをすることが大切では 

・保護者相談をしていきましょう 
 

 ※生育歴等も含め「育ち」の視点 

 学校では現在、ＳＣ、ＬＤ等専門員、スクールソーシャルワーカーなどの様々な専門家の力を取り入

れて問題に対応していくことが求められています。それぞれの専門性や役割をしっかりと理解した上

で、複数の専門家をより効果的に活用することをめざして、学校としてどのように連携させていくのか

というビジョンを明確に持って教育相談体制を充実させていきましょう。 

 〈例えば、Ａさんの支援を考えてみましょう〉 

    Ａさんは、繰り上がり､繰り下がりのある計算が苦手です。指を使って計算したり、 

   計算間違いが多かったりします。あなたならどのような支援をしますか。 

学級という集団の中で個を育てる 
 どの学級にも支援を要する児童生徒が在籍しており、各学校では、よりよい支援の検討がなされています。

「支援」を２つの種類に分けてみました。皆さんの学級では、どのような支援を大切にしていますか。 

 教師が行う個への支援は、学級の友だちとのよりよい関係性の中で行うことによって、より効果があがり

ます。どの子どもにとっても安心でき、成長し合える学級づくりについて、今一度考えてみましょう。 

個にアプローチする支援 

こんな風に 

してみたら 

どう？ 

〈認め合い、支え合う、安心できる学級をつくりましょう〉 

集団にアプローチする支援 

〈まず、こんなことをしてみましょう〉 

○指や数直線カードを使って数えても 

  よいことを伝え、安心感を持たせる。  

○問題数を減らし、抵抗感をなくす。 

○色を使うなど、視覚的支援をする。 

○できている問題をほめ、自信を持た 

 せる。  

〈つまずきの背景を推測してみましょう〉 

○繰り上がりの数を忘れている場合 

  背景：ワーキングメモリが弱いのかも・・・ 

  支援：繰り上がりの数を必ずメモさせる。 

○筆算で、位がずれる場合 

    背景：視覚認知が弱いのかも・・・ 

  支援：位が揃うよう、ノートに補助線を引く。 

○友だちのことを想い声援を送ること 

 ができ、また、一緒に伸びようとす 

 ることができる仲間である。 

○人はそれぞれ考え方や取り組み方 

 に違いがある。その違いを認め合 

 うことができる仲間である。 

みんなが、それぞれ

いろいろなことにが

んばっているよね。 

すてきだね。 

慌てなくても

大丈夫だよ。 

ぼくもがんばるよ。 



 

 

 学校カイゼン活動とは「教職員が子どもと向き合う時間」の確保に向けて、多忙感解消の観点から学

校運営等における課題について各学校で明らかにし、話し合い、改善の取組をひとつずつ実践していく

活動のことです。鳥取県教育委員会では、平成２６年度に倉吉西高等学校をモデル校として、コンサル

タントの指導を受けながら学校における業務改善の取組（学校カイゼン活動）を実践し、５月に手引き

を作成しました(ＨＰで公開)。手引きに掲載されている改善の取組例を抜粋して紹介します。 
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    学校カイゼン活動の取組 学事コーナー 

 

 丹比小学校では、この夏季休業中に

コンサルタントを県外から招き、「学校

現場における多忙感解消のためのポイ

ント」について研修を行いました。教職

員全員が日頃の業務や環境面の課題を

抽出し、改善策を熱心に話し合い「学校

カイゼン活動」に取り組んでいました。 

教職員の飲酒運転について 

 ７月２３日に、県内の小学校教諭が、飲酒運転で衝突事故を起こしたとして、

警察に逮捕されるという事件が発生しました。新聞では、この教諭は同日午前２

時３５分頃、自家用車を酒気を帯びた状態で運転し、対向車と正面衝突し、運転

していた男性に重傷を負わせたと報道されていました。７月２２日に行われた、

同校の教職員による懇親会に参加した後に起きた事件でした。 

 県教育委員会として、これまでも飲酒運転は絶対にいけないと、服務の徹底を

図ってきましたが、飲酒運転で人身事故を起こすという事件が発生したことは

誠に遺憾です。一部の教職員の不適切な行為によって、県民に対して多大な迷惑

をかけ、本県教育への信頼感が大きく損なわれる、極めて憂慮すべき事態です。 

 夏休み明けにおいても各学校・地域において、各種スポーツ大会の後の懇親会

等、飲酒する機会があると思います。 

 飲酒運転を絶対にしないために、懇親会当日・翌日の自動車の利用、代行・タ

クシーの利用について、必ず相互に確認していきたいものです。 

Ｐ６～９に「飲

酒運転」の事例

が掲載してあ

ります。 

毎年度（H22～

26)教職員が飲

酒運転で処分

されています。 

□会議の持ち方・物品の管理等、その

学校で働く上で普段守るべきルール

が整理されていない。 
学校ルールブックの作成 

ルールの共有による業務

の効率化・着任者への伝達 

□過去に使用されていたデータを探す

ことが多い。どこにあるかわからない。 

フォルダーの整理（上位

層の固定・データ共有） 
探し回り時間の削減・過去

のデータ活用 

□勤務時間に対する意識があまりない。 定時退勤日の設定 
時間意識と帰りやすい雰囲

気の醸成 

□会議ばかりに時間を取られている。 
会議の精選や方法の 

見直し・事前準備の徹底 

教職員の拘束時間の削減・

方針決定の効率化 

日頃の業務の課題 取り組んだこと どうだったか 

 教職員は、教育活動を充実させていくことが求められてい

る一方で、学校教育に寄せられる期待や要求の多様化等から

多くの業務を抱え、多忙感を抱く現状があります。そのよう

な中で、教育活動を充実させるためにも業務改善に学校全体

で取り組み、教職員が持つ“多忙感”をできるだけ軽減し、

子どもとしっかり向き合える時間を生み出していくことが

大切です。 


